
 

 

 

 

 

 

畑やプランターに種をまく方法には、「すじまき」「点まき」「ばらまき」の３種類が

あります。まき方は野菜の種類や栽培方法によって使い分けると良いでしょう。 

 

【すじまき】 

畝（うね）に支柱や板などを使い、筋や溝を作って種をまく方法です。畝に 1列

でまくことを「一条まき」、2列で「二条まき」…と呼びます。ホウレンソウやミズ

ナ、シュンギク、小松菜などに適しています。 

【点まき】 

空き瓶のフタなどを使って、畝に一列になるよう深さ 1～2㎝程度の小さな穴

を開け、20～30㎝間隔に種をまく方法です。播種するのは 1～3粒程度がベ

ストです。大根や白菜、カブなどに適しています。 

【ばらまき】 

筋や穴は作らず、畝の上から種をパラパラとまく方法です。播いた後、種が隠れる

程度の土をかけます（発芽に光を必要とする作物には土がけは不要）。ホウレンソ

ウや小松菜などに適しています。 

 

いずれの方法でも播種後軽く押さえ、たっぷりと水をかけましょう。       

発芽するまで水やりと適温の確保を心掛けましょう。発芽後は、成長に       

合わせて間引きなどの管理も必要となります。 

 

ＴＡＣ（タック＝営農経済渉外）が家庭菜園を行う際のポイントや注意点などを

じっくり分かりやすく解説いたします！ 

 

お申込み・お問い合わせ 

または 北支店（経済）☎0284-43-8880  西支店（経済）☎0284-65-1139 

ＪＡ足利 営農振興課 ☎0284-２２-４４３３（担当：TAC） 経済課 ☎0284-70-3071 

 

 


